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Ⅰ. 現状
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日本のGDPの推移

寺田コンサルさん（出所：世界経済のネタ帳 ttps://ecodb.net/exec/trans_country.php?type=WEO&d=NGDP&c1=JP&s=&e=）
GDP（国内総生産（gross domestic product）：一定期間内に国内で産み出された付加価値の総額のこと。

アウトプットの停滞



世界の名目GDP（単位：百万米ドル）
1992年 2018年

寺田コンサルさん
＜出典＞IMF - World Economic Outlook Databases (2019年10月版)、世界経済のネタ帳



人口減少と高齢化

寺田コンサルさん（出所：https://www.soumu.go.jp/main_content/000273900.pdf）

https://www.soumu.go.jp/main_content/000273900.pdf


世界の一人当たりの名目GDP(USドル)ランキング
1992年 2018年

寺田コンサルさん
＜出典＞IMF - World Economic Outlook Databases (2019年10月版)、世界経済のネタ帳



常用労働者1人平均月間現金給与額の推移

寺田コンサルさん（出所：独立行政法人 労働政策研究・研修機構https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/index.html）

https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/index.html


企業規模（従業員数）と労働生産性、賃金

寺田コンサルさん（出所：奥愛・井上俊・升井翼「企業規模と賃金、労働生産性の関係に関する分析」2019年12月
財務省財務総合政策研究所PRI Discussion Paper Series (No.19A-08)



Ⅱ. 生産性とは
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生産性（Productivity)

産出（Output）
生産性 ＝ －－－－－－－

投入（Input）
ケース1 2 3 4 5

寺田コンサルさん

・生産性：経済学で生産活動に対する生産要素（労働・資本など）の寄与度あ
るいは、資源から付加価値を産み出す際の効率の程度のこと。



Ⅲ. 生産性の目標と取組
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生産性の向上への対応策

寺田コンサルさん

・地球：SDGｓ
・国 ：男女雇用機会均等法、待機児童解消、

外国人材の活用、定年延長、補助金、
最低賃金の引上げ

・地域：産業育成
・企業：海外生産、非正規社員、IT化、省力投資、

研究開発
・家族：教育、共働き
・個人：教育訓練、副業



Ⅳ. ギャップ・分析
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なぜ、

日本の一人当たりの生産性の伸びは

諸外国に比べて劣るのか？
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低生産性の仮説原因

寺田コンサルさん

1.経済の自由化------海外生産による国内工場の地盤
低下、製品や部品の輸入が増加、競争の激化で
売上が伸びない。

2.中小零細企業が多い
設備投資額が少ない。ＩＴ化の遅れ。
・下請け企業が多い ・取引の多段階性

３．規制強化-------働き方改革で実質労働時間が減

４．経済のソフト化、生産品のコモディティ化
（付加価値の低下）
５．生産年齢人口の減少（高齢化）



近年は改善傾向にあるものの、２０年平均で見れば、中小企業
は製造業、非製造業とも、労働生産性が低下。
他方、大企業は生産性を向上させており、大企業と中小企業と

の生産性の差は拡大。
中小企業の中にも、生産性の高い稼げる企業は存在。こうした

企業は、成長投資に積極的に取り組んでいる。（IT投資、設備投
資、賃金水準がいずれも高い）

IT投資を積極的に行う中小企業の方が、売上高・売上高経常利
益率の水準が高い。
海外展開を行う企業は、生産性向上や国内従業者の増加を達成

している。

（出所：中小企業・小規模事業者の生産性向上について 平成29年10月 経済産業省
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/suishinkaigo2018/chusho/dai1/siryou1.pdf

寺田コンサルさん

経済産業省の中小企業・小規模事業者の生産性分析



世界競争力ランキングと改善提案件数

寺田コンサルさん＜出典＞企業診断ニュース (2021年1月) サービス業生産性向上が求められる中での“ものずくり改革”藤井春雄筆P13

IMD:(国際経営開発研究所 International Institute for Management Development）スイスのローザンヌに拠点を置くビジネススクール。



Ⅴ. 中小企業における改善

寺田コンサルさん



生産性の向上要因
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ゾーン 産出 / 投入の傾向 向上要因の例

Ａ ・研究開発による技術進歩
・技術革新

Ｂ ・教育による人的資本の質の向上
・モチベーションの向上
・改善活動
・低生産性部門から高生産性部門への資源の再配分による効率性の
向上

Ｃ ・投資による生産資本財の蓄積増加
・最低賃金の引上げ

Ｄ ・改善活動による投入量の削減

Ｅ ・最適生産による無駄の排除

最低賃金の引上げ：生産性と賃金の正相関、雇用増加、モチベーションダウンの防止、経営動機付け、社会保障など



付加価値向上策

寺田コンサルさん（出所：中小企業・小規模事業者の生産性向上について 平成29年10月 経済産業省
https://www.chugoku.meti.go.jp/topics/ryutsu/pdf/160219_2.pdf

事業コンセプトの確立

時間や工程の
短縮（コスト
削減）

サービスの価値
向上（売上向
上）



経営資源から見た生産性の向上策

寺田コンサルさん

１．ヒト 必要不可欠な人材、ケイパビリティー
２．モノ 企業規模拡大、自動化機械、ロボット、IT

３．カネ 高賃金
知的資産
４．情報 IT

５．経営 経営理念、経営戦略、経営計画、教育訓練、
海外展開、研究・改善活動

６．ノウハウ、特許、コアコンピタンス、ビジネスモデル
７．認証,採択 ISO、JIS、補助金等
８．DX


